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	 今日のスピントロニクス分野において、スピ

ン流生成および制御法の確立は最重要課題の一

つである。ナノスケールで制御された物質を用

いて、電気伝導や光学特性といった物理特性と

電子スピン角運動量との相関を利用したスピン

流生成方法がこれまでに確立されてきた。 

	 我々は、力学的回転や弾性変形運動に伴う力

学的角運動量と電子スピンとの結合を用いたス

ピン流生成方法を提案してきた[1]。特に、本講

演では、表面音波の引き起こす局所弾性変形運

動を用いることで、Al や Cu のようなスピン軌

道相互作用の弱い物質がスピン流生成源となりうることを理論的に示す[2]。また、この機構によ

って生成されたスピン流によって物質表面に誘起されるスピン蓄積の性質を調べ、その実験的検

出手段について議論する。 
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非磁性金属の表面音波の作る局所回転が 

スピンと結合し、回転勾配に沿ってスピン流 

が生成される。 
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